




　ディケンズは 1867 年 11 月から 1868 年 4 月にかけてアメリカへの第二
次訪問を試み、その間、合計で 76 回にわたる公開朗読を行っている。ボ
ストンで 18 回、ニューヨークで 26 回、フィラデルフィア、ボルティモ









日）、プロヴィデンス（ロードアイランド州、2 月 20 日、21 日）で朗読を
行い、さらに、2 月 24 日、25 日、27 日、28 日に再度ボストンでの朗読に
臨んでいる。その間、2 月 24 日には下院で第 17 代大統領アンドルー・
ジョンソン（Andrew Johnson, 1808-75）の弾劾を決議する投票がなされた








フォースター（John Forster, 1812-76）への手紙に、“On the previous night at 
Syracuse—a most out of the way and unintelligible-looking place with apparently 
no people in it.”1 と語られるように、人けもない、うすぼんやりした町で、
実に辺鄙な所だったようである。
　友人のチャールズ・フェクター（Charles Fechter, 1822-79）への手紙に
も “I am here in a most wonderful out-of-the-world place, which looks as if it had 
begun to be built yesterday, and were going to be imperfectly knocked together 
with a nail or two the day after tomorrow. . . . I have looked out of window for the 







　また、アメリカ人の友人 J. T. フィールズ（James T. Fields, 1817-81）に
は、宿泊した e Syracuse Hotel について、“Itsʼ Hotel[e Syracuse Hotel] is 
likewise a dreary Institution. . . . e awaking to consciousness this morning. . . in a 
room holding nothing but sour dust, was more terrible than the being afraid to go 







“is is a very grim place in a heavy thaw, and a most depressing. e Hotel also is 
surprisingly bad....e whole country being under water with melting snow, we 
















　3 月 9 日、シラキュースで “Carol” と “Trial” が朗読された。それを伝え
る e Syracuse Courier 紙は翌日、“About sixteen hundred admirers of the celebrated 
English Novelist, assembled at a literary banquet in Wieting Hall, last evening, 
and there feasted to their heartsʼ content on “Treacle,” prepared by the hands of 
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the immortal Dickens himself. He “spooned” out the compound to the hungry 
ones present, who seemed to relish it with evidences of satisfaction. . .”6 と、熱の
こもった書き出しでビッグイベントを報じている。東部海岸都市ボルティ
モアの Concordia Opera House 会場の収容人員は 1200 人であったので、
1600 人収容できるシラキュースの Wieting Hall はそれよりも規模が大き
かったことがわかる。
　シラキュースの人々にとっては稀に見る “literary banquet” であるが、
ディケンズの朗読を聴ける喜びを “banquet” “feast” “content” “Treacle（糖蜜）” 
“spooned out” “hungry ones” “relish” などという、いわば御馳走に与れる喜
び、しかもディケンズ自ら調理してくれた料理を満喫できる至福の時とい






















　シラキュースのもう一つの新聞 e Syracuse Journal 紙も、ディケンズの
朗読について詳細に報じているが、同紙は会場となった Wieting Hall を
“one of the grandest public halls of the interior cities”7 として、シラキュースの
誇 る 公 会 堂 で あ る こ と を 強 調 す る こ と か ら 始 め て い る。 聴 衆 は
“magnicent audience” で “rened and appreciative” な 多 く の 人 々 が、“the 
greatest living novelist” の朗読を聴きに集まったと、ディケンズを “the 




































“ʻe Christmas Carolʼ touches the ner feelings, vivies the common humanity 




とするコメントを載せる新聞が目立ったからである。しかし同 e Syracuse 
― 91 ―
Journal 紙は、“Trial” を認めつつも、“It aords, however, but a single revelation 








と、朗読の意義を強調し、“e power of the writer has been intensied by his 
presence and acting.” と述べている。
　さらに同紙は、25 年前のディケンズの第一次アメリカ訪問に言及し、

















　勿論のこと同紙の “His conduct twenty years ago, and his conduct while our 
country was in the extremity of a terrible civil strife, are also oences that are not, 











　さらにシラキュースのもう一つの新聞 e Syracuse Daily Standard 紙もか
なり長い記事を載せていて、冒頭ディケンズに対してシラキュース市民の















　そして出席した人々も “All that is best in the intellect and culture of our city 
was present.”10 と述べられ、一流の人々の集まりだったことが明らかにさ
れている。しかもこの朗読会がいかに並外れたイベントであったかは、シ
ラ キ ュ ー ス を 取 り 巻 く 近 隣 の 都 市（Auburn, Cortland, Homer, Fulton, 
Oswego, Utica, Rome, Ithaca）などからも、多くの人々が参集したことから
も窺い知ることができようと語っている。聴衆の服装については、何人か











ディケンズにあってはむしろ “pleasing and very eective” となっていると指
摘している。







ディケンズは巧みな “actor” であり、“reader” か “actor” かと問われれば、
“actor” といった方がいいとコメントし、Scrooge, Bob Cratchit, Fezziwig, 
Tiny Tim などの出来栄えを称えている。









“He is gone, but we shall all remember him.” という一行を付け加えて筆を置
いている。11
　シラキュースを後にしたディケンズは、3 月 10 日ロチェスターの
Corinthian Hall で同じ “Carol” と “Trial” を朗読し、帰路再びロチェスター
に立ち寄り、3 月 16 日には “Doctor Marigold” と “Bob Sawyer” を披露して
いる。e Rochester Daily Union and Advertiser 紙は、第一回目の朗読につい
て、3 月 11 日付けの紙面で、“Dickensʼ Reading” の見出しの下に記事を組


































は、既に各所で取り上げられてきた “Carol” と “Trial” だったためであろう
か、“ose only who hear them and see the author can fully appreciate the eect 
of Mr. Dickens.”14 とまとめていて、具体的な評価は下していない。
　また同紙によると、何らかの手違いからか、同時に二つのホテル
（Congress Hall と Osburn House）が予約されていたらしく、それを知った
デ ィ ケ ン ズ は、 そ の ど ち ら の ホ テ ル に も 泊 ま ら ず、 第 三 の ホ テ ル
（Brackett House）に滞在したとのことであるが、ディケンズらしい解決策
であったといえよう。同紙は最後に、次回の朗読（3 月 16 日）について
触れ、まだ空席があることを告げているが、こうした事態も、ディケンズ
の朗読会としては極めて稀なことである。15
　ほぼ一週間後に行われた 3 月 16 日の二回目の朗読に関しては、e 
Rochester Daily Union and Advertiser 紙もその内容にまで踏み込んで、詳細に



























を見ない。したがって、やはり “reading” というより “recitation” といった
ほうが正しいが、その際、テキストにない “colloquial phrases” もアドリブ
として取り入れ、朗読を生きいきしたものにしている。そうした工夫も
あってか、次第に聴衆には、ディケンズが “Marigold” に見えてくると語ら






ンズは続いてバッファローへ向かい、そこで “Carol” と “Trial”、及び
“Doctor Marigold” と “Bob Sawyer” を二夜連続で朗読している。会場となっ
た St. James Hall は 未 だ か つ て な い “fashionable, intelligent, and critical 
audience” で溢れたと、3 月 13 日付けの e Bualo Courier 紙は報じている。
そ し て そ れ に 加 え て、“the best minds of the city, the representative men of 
commerce, of trade, of the pulpit and of the bar”18 と述べ、女性についてもわ
ざ わ ざ “the leaders of the fashions, our most beautiful and our most intelligent 
ladies” と特記している。いずれの都市においても、聴衆についての一言が














のスクリーン、照明、特にガス燈のバーナー (gas jets) の配置とその効果な
どについて説明を加え、朗読者の姿やその表情がはっきりわかるようにす
べての装置が作られていて、優れた効果を生み出しているとして、“e 
effect of the whole is warm, agreeable, eminently cheerful. . . and the very 
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　朗読そのものについては、“Carol” を “Marley was dead, to begin with.” と
語り始めた時のディケンズの声があまりに “music, power and exibility” に
欠けていたので、果して朗読はどうなるものかと思われたが、その心配は
全く無用で、ディケンズの声はきわめて効果的で、朗読も “artistic” である
ことがすぐに証明されたとしている。“Carol” における Scrooge を始め、
Tom Cratchit、Tiny Tim そして Fezziwig 夫妻に至まで、声による各キャラ
クターの個性化がしっかりとなされていることなどがそれを裏付けている
と評価している。
　また “Trial” における、眠そうな Justice Stareleigh が喉の奥の方からブツ























のことである。同紙は “ey gave thorough evidence of their nice appreciation 
of the good points in the Reading, and the most comfortable feeling prevailed 
between audience and artist. . . . ey exhibited good taste and intelligence, and 




























　e Bualo Courier 紙以外の新聞では、e Bualo Daily Post 紙も、3 月 13
日の紙面で “Charles Dickens!. . . His First Reading in Bualo. . . . A Triumphant 
Success!” という見出しの下に、第一回目の朗読について報じている。それ
によると、ディケンズはニューヨーク州の西部ではかつて例を見ないほど
多くの “intelligent” かつ “appreciative” な聴衆を前に朗読を行ったことが先
ず記されている。そしてガス燈や朗読台を始めとするステージ効果につい
てコメントした後、“Carol” について語っている。同紙は “From rst to last 
his reading of Christmas Carol was natural, effective and at times impressively 









hightoned, unostentatious gentleman” であると称えている。最後にディケン
ズを、“Great Interpreter of Human Passions” と呼び、ディケンズは常に変わ





とでした」24 と語ったのは 30 歳のディケンズである。第一次訪問の際、
瀑布を前にした感動を “It would be hard for a man to stand nearer God than he 
does there. ere was a bright rainbow at my feet; and from that I looked up to—
great Heaven! to what a fall of bright green water! e broad, deep, mighty stream 
seems to die in the act of falling. . . . e rst eect of this tremendous spectacle 
on me, was peace of mind—tranquillity—great thoughts of eternal rest and 
happiness. . .”25 と叙述している。創造の奇蹟が天才の感性を経るとどうな




てきました」とフォースターに書き送り、“Nothing in Turnerʼs nest water-
colour drawings. . . is so ethereal, so imaginative, so gorgeous in colour, as what I 
then beheld. I seemed to be lifted from the earth and to be looking into Heaven.”27
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と変わらぬ感動を伝えている。ナイアガラ瀑布での二日間はディケンズに
とって、昔も今も、永遠に変わらぬ “most brilliant days” であった。
　バッファローを発ったディケンズは、帰路再びロチェスターに寄り朗読





「辺り 300 マイルに渡って浸水していた」と述べられている。28 目に入るも
のは、水の上を漂っている納屋とか壊れた橋など残骸ばかりで、翌日、列
車も洪水の中を遅々とした足取りで進み、やっと一日延期されたオールバ


















ストンへ入っている。そしてボストンでの「さよなら公演」を 4 月 1 日か
ら 8 日まで六回にわたって行い、その後ニューヨークへ戻り、そこで 13
日から 17 日まで、四回の朗読からなる最終シリーズを行い、さらに、ホ
ラス・グリーリー（Horace Greeley, 1811-72） の主催した “Press Dinner” を



























溢れた場面で、“Trial” “Carol” “Doctor Marigold” “Coppereld” などが高く評
価されている。ディケンズの声については、決して “powerful” とはいえな
いが、よく徹る声であり、むしろ「語り」の部分に適しているように思わ







































実にも触れている。36 これは異例なことで、e New York Times 紙などは、
そうした事実に触れながらも、かつての反ディケンズの感情は、今ではす

















ディケンズは最終朗読を行う前の 4 月 18 日に、e New York Tribune 紙の
ホラス・グリーリーの主催する、新聞・雑誌・出版関係者を中心とした
“Press Dinner” に招待されている。グリーリーの他に、e New York Times 
紙のヘンリー・レイモンド（Henry Raymond, 1820-69）、Harperʼs Monthly
誌のジョージ・カーティス（George Curtis, 1824-92）、e North American 














　席上ディケンズは、その一部が American Notes と Martin Chuzzlewit の最
後のページに常に掲載されることになった、有名なスピーチを行ってい
る。それは 25 年前のアメリカ訪問の際得た印象を綴った American Notes

































 1 Charles Dickens, e Pilgrim Edition of e Letters of Charles Dickens, ed. Madeline 
House et al. (12 vol; Oxford: Clarendon Press, 1965-2002), XII, 74. 以後 P L, XII, 
74. と略記する。
 2 P L, XII, 67. 
 なお、25 年前、ニューイングランド地方の都市ウースター（マサチューセッ
ツ州）を通過した際にも同じように、“ere was the usual aspect of newness on 
every object, of course. All the buildings looked as if they had been built and painted 
that morning, and could be taken down on Monday with very little trouble.” とその
時の印象を American Notes に記しているが、25 年の歳月を経た今でも、国の
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中心から遠く離れた地方都市の発展は極めて遅れていて、ディケンズの目
には、25 年前のウースターのように映ったのであろう。Charles Dickens, 
American Notes and Pictures from Italy (“e Oxford Illustrated Dickens”; London: 
Oxford University Press, 1974), p. 71. を参照に。なお、同書からの引用は、以
後 A N, 71. のように略記する。
 3 P L, XII, 68. 
 4 P L, XII, 69-70.
 5 し か し、 デ ィ ケ ン ズ ら の 泊 ま っ た e Syracuse House は、Onondaga 
Historical Association & Library 所 蔵 の Clippings Scrapbook (p. 89.) の “Famous 
People in Syracuse” に よ れ ば、 歴 代 の 大 統 領（John Q. Adams, Martin Van 
Buren, Millard Fillmore）および、高名な政治家（Henry Clay, Daniel Webster, 





 6 e Syracuse Courier, March 10, 1868.
 7 e Syracuse Journal, March 10, 1868.
 8 Ibid. 
 9 Ibid. 
10 e Syracuse Daily Standard, March 10, 1868.
11 シラキュースはディケンズが訪問してから 101 年経た 1969 年 3 月 9 日、
“Syracusans recount Charles Dickensʼ visit 101 years ago” (by Connie Schreiber) と





まった人の投書を紹介して、“I sat with Dr. Lyman Clary, listened to Dickensʼ 
readings about 20 minutes, heard his poor voice and common place rendition, retired 
and gave my pass to Henry C. Leavenworth, who was at the box oce, saying,ʻTake 
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this, save three dollars and sleep soundly, but don't disturb Dr. Clary by snoring.ʼ” と
引用している。
 　またサウスダコタ州デッドウッド（Deadwood）の住人で、William J. 
ornby 大佐なる人物の、1911 年 6 月 15 日のシラキュースへの新聞の投書
を取り上げ、ディケンズが宿泊した時ベルボーイであった ornby 氏の、そ
の時のディケンズについての思い出が “I guess he[Dickens] spent more than 
half an hour before a mirror, smoothing his hair and fussing with his beard.” と述べ
られている。







かさが 10 フィート（3 メートル）にも及んだとのことで、こうした事実も
聴衆の出足を鈍らせたと思われる。収益も、シラキュースで 375 ポンド
あったのに対し、その時のロチェスターでは 200 ポンドほどであった。
（P L, XII, 74. を参照に。）
13 e Rochester Daily Union and Advertiser, March 11, 1868. 
14 Ibid.
15 3 月 11 日 付 け の e Rochester Express 紙 は、“No man could be more gentle, 
kindly and human than he[Dickens] was last night. . . . e two hours were full of 
sunny happiness.” と伝えている。（P L, XII, 74. を参照に。）
16 e Rochester Daily Union and Advertiser, March 17, 1868.
17 3 月 17 日 付 け の e Rochester Express 紙 は “e character of Dr. Marigold was 
most perfectly portrayed, and the pathetic passages were inimitable. . . . His voice 
and manner give vitality and interest to passages which an ordinary reader of his 
stories would be apt toʻskipʼ as tedious and tiresome.” と語っている。（P L, XII, 
74. を参照に。）
18 e Bualo Courier, March 13, 1868. 
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19 Ibid.
20 e Evening Star 紙は 2 月 4 日の紙面で、“Mr. Dickens was exceedingly wrathful 
behind the scenes, at the bad light, and at rst positively refused to give the reading 
in such a lugubrious shade.” とディケンズの「怒り」について触れている。
21 e Bualo Courier, March 14, 1868. 
22 e Bualo Daily Post, March 13, 1868. 
23 e Bualo Express 紙（3 月 13 日付け）の報道については、以下のように記さ
れている。e Bualo Express, 13 Mar., gave a very warm review of the rst reading, 
particularly praising Mr Fezziwigʼs ball and, in e Trial , the “utter imbecility” of 
the Judge and the portrayal of the elder Mr Weller.“No description could do justice 
to Mr. Dickensʼ powers as a facial artist.” He frequently interpolated and varied the 
texts. （P L, XII, 74. を参照に。）
24 P L, III, 210. 
25 P L, III, 210-11.
26 ディケンズの天才の片鱗を示す貴重な段落で、またフォースターなどの友
人に書き送った書簡を利用して生み出された American Notes の創作過程を知
る上でも有意義な一節である。以下が、推敲後の American Notes に見られる
文章である。“en, when I felt how near to my Creator I was standing, the rst 
eect, and the enduring one—instant and lasting—of the tremendous spectacle, was 
Peace. Peace of Mind, tranquillity, calm recollections of the Dead, great thoughts of 
Eternal Rest and Happiness; nothing of gloom or terror. Niagara was at once 
stamped upon my heart, an Image of Beauty; to remain there, changeless and 
indelible, until its pulses cease to beat, for ever.” (A N, 200.)
27 P L, XII, 75.
28 P L, XII, 83.
29 ディケンズの朗読を報じた以下の新聞各紙を参照に。
 e Boston Morning Journal 
 e Boston Evening Transcript
 e Boston Post
 e Boston Herald
 e Boston Daily Advertiser
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 e New York Times 
 e Philadelphia Inquirer
 e Public Ledger (Philadelphia) 
 e Sun (Baltimore)
 e Evening Star (Washington D.C.) 
 e Syracuse Courier 
 e Syracuse Journal 
 e Syracuse Daily Standard
 e Rochester Daily Union and Advertiser 
 e Bualo Courier
 e Bualo Daily Post 
30 e Boston Morning Journal, December 3, 1867. などを参照に。
31 e New York Times, December 10, 1867.
32 e Philadelphia Inquirer, January 14, 1868. 
 e Sun, January 27, 1868. 
 e Evening Star, February 4, 1868. などを参照に。
33 e Syracuse Courier, March 10, 1868. などを参照に。
34 e Evening Star, February 4, 1868. 及び、e Evening Star, February 5, 1868. 
35 e New York Times, December 16, 1868.
36 e Syracuse Journal, March 10, 1868. 
37 e New York Times, December 16, 1868. 
38 e Philadelphia Inquirer, January 14, 1868. 
39 William G. Wilkins, Charles Dickens in America (New York: Haskell House 
Publishers Ltd., 1970), p. 264.
40 グリーリーの e New York Tribune 紙の 4 月 21 日付けの紙面は、以下のよう
に伝えている。“Dickensʼs coming. . . was needful to disperse every cloud and every 
doubt, and to place his name undimmed in the silver sunshine of American 
admiration.” Sidney P. Moss, Charles Dickens' Quarrel with America (Troy, N.Y.: e 
Whitston Publishing Company, 1984), p. 322.　を参照に。
